
～今月の花木～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

カンツバキ  寒椿   

ツバキ科 常緑低木 園芸品種 

サザンカによく似ておりツバキとサザンカの交配種

とされている。樹高が低く植込みや生垣などの利用で

よく見かける。冬を彩る花木の一つである。 
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時
の
移
り
変
わ
り
や
人
生

の
年
輪
を
重
ね
る
な
か
で
、

人
の
嗜
好
や
考
え
方
、
価
値

観
が
変
化
し
て
ゆ
く
こ
と
は

世
の
常
で
す
。
最
近
は
社
会

の
変
化
の
ス
ピ
ー
ド
が
早

い
、
変
化
に
つ
い
て
い
け
な

い
な
ど
と
言
っ
た
声
も
耳
に

し
ま
す
が
、
植
物
や
造
園
の

分
野
で
は
他
の
分
野
に
比
べ

れ
ば
、
ま
だ
緩
や
か
な
気
が

し
て
い
ま
す
。
屋
外
で
の
作

業
や
一
点
一
点
か
た
ち
が
異

な
り
手
仕
事
が
多
い
こ
と
、

I

T
（
情
報
技
術
）
や
自
動

化
出
来
る
作
業
の
取
り
入
れ

が
余
り
進
ん
で
い
な
い
こ
と

が
要
因
と
思
わ
れ
ま
す
。 

 

社
会
的
に
み
れ
ば
少
し
時

代
に
取
り
残
さ
れ
感
の
あ
る

分
野
で
は
あ
り
ま
す
が
、
昭

和
か
ら
平
成
に
か
け
て
、
そ

れ
な
り
に
変
化
し
て
い
る
と

思
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。 

 

昭
和
か
ら
平
成
の
は
じ
め

位
ま
で
の
建
売
住
宅
で
は
、

狭
い
庭
で
も
木
を
植
え
る
の

は
当
た
り
前
で
、
ツ
ゲ
の
仕

立
物
な
ど
を
予
め
植
栽
し
て

販
売
し
て
い
た
よ
う
で
す
。

現
在
の
建
売
住
宅
で
は
植
栽

が
無
く
販
売
さ
れ
て
い
る
も

の
が
多
く
あ
り
ま
す
。
一
戸

建
て
に
は
必
ず
木
を
植
え
る

と
い
っ
た
価
値
観
が
時
代
と

と
も
に
変
化
し
て
い
ま
す
。 

 

街
路
樹
で
は
、
昭
和
の
中

頃
ま
で
は
成
長
が
早
く
大
き

く
な
る
プ
ラ
タ
ナ
ス
の
よ
う

な
樹
種
が
多
く
選
ば
れ
て
い

ま
し
た
が
、
現
在
で
は
そ
の

よ
う
な
樹
種
は
剪
定
費
用
が

か
さ
む
な
ど
の
理
由
か
ら
減

っ
て
き
て
お
り
、
代
わ
り
に

成
長
が
遅
く
余
り
大
き
く
な

ら
ず
に
花
も
咲
く
ハ
ナ
ミ
ズ

キ
の
よ
う
な
樹
種
が
よ
く
植

え
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 

個
人
の
家
で
も
街
路
樹
の

よ
う
な
公
共
の
場
で
も
、↗ 

ツゲの仕立物 

 ついに平成も最後の年を迎えました。中年以降の昭和を知る世代は、時間経過と共に時の移り変わ

りが早く進む感覚も加わり、平成の約３０年間は早かったと感じている方も多いかと思います。時代を振

り返る様々な特集などを５月１日の改元にかけて見ることが多くなり、世の中の出来事や流行り廃りの

推移を改めて認識する事がこの先数か月は多くあるかと思います。 

 植物に関する分野でも時代による流行り廃りの変遷が見られました。身近な庭木（植木）から街路樹

などの社会的インフラを担っている植物、外来種や地球環境、特に気候変動による影響など様々な場

面で変化が起こっています。時代の変化を振り返りつつ、この先将来のあり方などについて少し考えて

みました。 

植
栽
に
か
け
る
手
間
や
費
用

を
極
力
減
ら
し
た
い
風
潮
は

以
前
よ
り
増
し
て
き
て
い
る

気
が
し
ま
す
。
よ
り
効
率
的

な
生
活
や
社
会
イ
ン
フ
ラ
の

維
持
管
理
を
求
め
る
こ
と
は

当
然
で
大
切
な
事
で
す
が
、

そ
の
た
め
に
身
近
な
み
ど
り

の
ボ
リ
ュ
ウ
ム
が
減
る
こ
と

に
は
疑
問
を
感
じ
ま
す
。 

 

近
年
は
地
球
の
温
暖
化
に

よ
る
異
常
気
象
が
起
因
と
な

る
自
然
災
害
が
日
本
で
も
増

え
つ
つ
あ
り
、
昨
年
も
豪
雨

や
台
風
、
猛
暑
、
豪
雪
な
ど

で
多
く
の
人
が
苦
し
み
を
受

け
ま
し
た
。
温
暖
化
の
原
因

と
さ
れ
る
温
室
効
果
ガ
ス

（
二
酸
化
炭
素
）
の
固
定
や
、

都
市
の
ヒ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド

現
象
の
緩
和
に
樹
木
な
ど
植

物
が
果
た
す
役
割
は
大
切
な

こ
と
は
以
前
よ
り
言
わ
れ
て

い
ま
す
。
身
近
な
み
ど
り
を

増
や
し
た
と
こ
ろ
で
地
球
的

規
模
の
温
暖
化
防
止
に
す
ぐ

に
効
果
が
表
れ
る
こ
と
は
難

し
い
の
が
現
実
で
す
が
、
樹

冠
が
大
き
い
樹
木
で
真
夏
に

地
表
に
日
陰
を
つ
く
る
こ
と

は
、
ヒ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
現

象
の
緩
和
や
人
が
直
接
受
け

る
熱
射
か
ら
の
負
荷
を
減
ら

す
効
果
が
あ
り
ま
す
。 

み
ど
り
を
増
や
す
取
組
み

が
家
々
や
街
中
で
増
え
る
こ

と
は
、
世
の
中
の
み
ど
り
に

対
す
る
個
々
の
理
解
が
高
ま

り
、
や
が
て
は
地
域
や
地
球

環
境
の
改
善
に
つ
な
が
る
可

能
性
は
あ
り
ま
す
。 

し
か
し
、
た
だ
単
に
み
ど

り
を
増
や
す
だ
け
で
は
樹
木

に
よ
る
落
葉
な
ど
で
困
っ
て

い
る
人
に
は
理
解
を
得
る
こ

と
は
出
来
ま
せ
ん
。
様
々
な

立
場
や
価
値
観
の
あ
る
人
が

い
る
こ
と
に
意
識
や
配
慮
を

し
た
、
み
ど
り
に
対
す
る
計

画
や
管
理
が
大
切
で
す
。 

昭和～平成にかけての、庭木（植木）の流行 
 

仕立物 

小さくても庭のあるような家では

一家に一本、仕立物とよばれる常緑

のツゲやマキ、マツなど人が曲げた

り切ったりして仕立てた人工樹形

の植木が昭和から平成のはじめま

で、庭木として多く植えられていま

した。今では庭木として新しく植え

られることは稀になっています。 

ハナミズキ アオダモ 

自然樹形・花物・洋風 

仕立物のような人工樹形への人々

の飽き、自然樹形で花を楽しめ、建

築の洋風化や狭い敷地でも巨木に

ならないハナミズキは昭和 50 年代

後半にブームがあり、今でも根強い

人気があります。庭木としての利用

から最近では公園や街路樹など公

共的な利用が多い樹木です。 

コニファー 

知名度の高さでは「ゴールドクレス

ト」が一番かと思いますが、今から

20 年前位にブームがあり、円錐形

の樹形が好まれてか、様々な種類が

植えられました。手入れを怠ると５

ｍ以上になる品種もあり、大きくな

りすぎて困っている声も聞くため、

植付け時の樹種選びは重要です。 

エレガンテシマ 

雑木【特に株立ち】 

最近は「雑木の庭」がブームで本来

野山に自生している今まで庭木と

しては見向きもされなかった木が

よく売れています。アオダモ、アオ

ハダ、ハイノキ、ツリバナなど、 

花は地味ながら株立ちで枝葉が自

然に風にそよぐ感じのあるものに

人気があります。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
～当社では障害者、親と暮らすことが出来ない子供たちの施設（社会福祉法人）に皆様から頂いた書類の使用済み切手等を使い、支援活動をしています～ 

生垣の変遷 

 

目隠しの効果を求めるには、枝葉が密

に茂り、目標の高さまで成長することが

できる樹種が昔から選ばれてきました。 

単純に一年中緑色をしている樹種より、

季節による葉色の変化や花が咲く、 単

純な緑色ではない斑入りの葉や病害虫

に強いとされる樹種が最近では選ばれ

る傾向が多くなってきています。 

 

サンゴジュ（昭和～） 

葉に水分を多く含み防火樹にもなる

ためよく植えられていたが、害虫駆

除に定期的な消毒が必要なため、最

近は新たに植えることは少ない。 

レッドロビン（平成初期～） 

日本原産のカナメモチより葉が大き

くゴマ色斑点病に強いとされるが、

最近はこの病気の感染も見られるた

め、注意や対策が必要である。 

ﾍﾞﾆﾊﾞﾅﾄｷﾜﾏﾝｻｸ（平成中期～） 

葉色は赤紫色で花も咲き、病害虫に

も強いことから近年生垣で見かける

ことが多い。 

安定の３品種  何十年も根強い人気のある、ロングセラーな植木 

ハナミズキ ソヨゴ モミジ 

異なるケヤキ  

 

普通のケヤキは扇形の樹形に

なります。「ムサシノケヤキ」は

埼玉県で昭和 46年に発見され

枝振りが横に広がらず、すらっと

した樹形です。街路樹など管理

上枝があまり横に広がってほし

くない箇所で時折見かけます。 

ナガミヒナゲシ（長実雛芥子） 

10 年位前から、東京近郊では目につくよう

になった気がする。道端に限らず最近は農

地まで侵入しており、かわいい花をつける

が繁殖力旺盛な外来種である。 

セイバンモロコシ（西播蜀黍） 

昨年、自社の隅に生えているのを見つけて

ススキかと思っていたが穂の形が違い、調

べると本種と判明した。空き地や河川敷、

道路脇など、夏以降至る所で見かけた。 
普通のケヤキ 

生態系への影響が懸念

される、外来種の雑草 

ムサシノケヤキ 

 杉並区にある中杉通りのケヤキは、昭和 29年に地元の人々により苗木 119本が植えられたのが

始まりです。「ケヤキのトンネル」として名所にもなっていましたが、両側をビルに挟まれた樹木

が樹高 20ｍにもなり下枝も少なく木のバランスが悪いことや、倒木などの事故の発生や弱った木

も見られることから、将来的にケヤキのトンネルを守り続けるための施策がとられています。 

 樹木診断の結果等を踏まえ、倒木の恐れや生育の悪い木と両側の木に被圧された樹木を撤去し、

１本１本の生育環境を広げ、残す木はやや太い枝まで含め樹高 15ｍ程度で剪定していました。 

そこから新しく萌芽した枝で、枝の整理や剪定を実施して何年もかけ、以前よりバランスのよい

美しい樹形を維持したケヤキのトンネルにしていこうとするものです。 

2008年 7月 ケヤキのトンネルだった頃 

樹高約 20ｍ 樹高約 15ｍ 

2014年 11月 剪定して、再生している途中 

シ マ ト ネ リ コ 

※
左
右
の
写
真
の
撮
影
箇
所
は
異
な
っ
て
い
ま
す 

常緑で小さくつやのある葉と風になびく軽やかさや比

較的病害虫にも強いため、近年よく植えられている人気の

ある木です。玄関脇のシンボルツリー的存在で見かけるこ

とが多く、時折街路樹にも植栽されています。株立ち樹形

が人気で多く流通していますが、単幹のものもあります。 

原産地は沖縄や東南アジアで、寒さに弱いとされていま

すが関東以南地方では地植えでも育っています。 

 成長が早いため限られた敷地で育てるには剪定管理が

欠かせません。将来にわたって人気が続くのか、病害虫の

発生が問題になるかなど、気に留めていきたい木です。 


